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目的 

他者の表情を認知する際に，観察者の表情が，

その認知に影響を及ぼす事が示唆されている(Sel 

et al , 2015)。事象関連電位を用いた研究において

は，顔特異な N170 成分において，表出表情の効

果が確認されている(Sel et al, 2015)。また，顔類

似の刺激である顔文字の脳内処理は，顔と類似し

ている事も示唆されている(Churches et al, 2014)。

顔文字が顔と同様の処理がなされている場合，顔

文字においても，観察者の表情による脳内処理過

程への影響があると考えられる。本研究では，実

験参加者の表情を操作し，顔，顔文字への認知の

影響を，事象関連電位を用いて検討する。  

方法 

 実験参加者 大学生及び大学院生 19 名(女性 8

名，年齢：M±SD=21.5±2.15)が実験に参加した。 

 実験計画 表情操作 3 (笑顔 /中性 /コントロー

ル) ×刺激種類 2 (顔/顔文字) ×刺激表情 2 (笑顔/

中性) ×導出部位 2 (T5/T6)の 4要因反復測定計画。 

 表情操作 ストローを歯で咥え，唇をストロー

に付けないよう教示した笑顔表出条件，唇のみで

ストローを咥えるよう教示したコントロール条

件，操作を加えない中性条件を設定した。 

 実験手続 提示された顔刺激の，笑顔度を評定

する課題を行った。1 試行は，注視点 300ms，顔

か顔文字刺激 500ms，評定画面 3000ms で構成さ

れ，36 試行を 1Block とした。実験は，各表情操

作を 4Block 行い，計 12Block 実施した。 

脳波の記録と分析 国際式 10-20%法による 7

部位(Fz,Pz,Cz,C3,C4,T5,T6)より，鼻尖を基準とし

て導出・記録した。ERP は，刺激提示前 100ms

から定時後 500ms 間を条件毎に加算平均して算

出した。 

結果と考察 

行動指標 刺激表情の主効果が有意(F (1,18) = 

349.44, p< .001)で，中性と比較して笑顔の方が，

得点が高かった。刺激種類と刺激表情の交互作用

が有意(F (1,18) = 20.89, p< .001)で，顔文字の笑顔

条件と比較して，顔の笑顔条件で，得点が高かっ

た( p<.01)。 

生理指標 刺激提示後 170ms を中心として，顔

特有の陰性成分である N170 成分が，側頭領域で

観 察 さ れ た 。 導 出 部 位 の 主 効 果 が 有 意

(F(1,18)=12.04, p < .005)で，右半球でより陰性だ

った。刺激種類の主効果が有意(F(1,18) = 66.81 p 

<.001)で，顔と比較して顔文字で，より陰性だっ

た。表情操作と，導出部位の交互作用が有意 ( F 

(2,36 ) = 3.77, p< .05)であった。T6 導出部位で，

コントロール条件と比較して，笑顔表出条件にお

いてより陰性であった。この結果から，顔処理の

段階において，表情表出が影響している事が示唆

された。刺激提示後 220ms を中心とした陽性成分

においても，T6 導出において，表出表情間で差

があった事から，表情の処理が持続している事が

示唆される。 
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